
「
日
に
三
箱
散
る
山
吹
は
江
戸
の
華
」

江
戸
市
中
で
一
日
に
千
両
（
約
一
億

円
位
）
の
小
判
が
動
く
江
戸
三
千
両
と

謳
わ
れ
た
三
ヶ
所
の
場
所
の
ひ
と
つ

「
新
吉
原
」
。

す
ま
い
る
た
う
ん
「
コ
ツ
通
り
の
一

口
話
」
の
執
筆
者
の
杉
山
六
郎
氏
の
講
演
会
資
料
よ

り
抜
粋
し
た
吉
原
の
話
を
掲
載
し
ま
す
。

旧
吉
原
は
遊
女
屋
、
西
田
屋
主
人
が
慶
長
10
年

(

１
６
０
５)

に
幕
府
に
遊
郭
設
置
を
陳
情
し
元
和
３

年(

１
６
１
７)

に
、
江
戸
初
の
遊
郭
が
、
現
在
の
日

本
橋
堀
留
町
２
丁
目
あ
た
り
に
１
万
５
千
坪
の
広
さ

の
面
積
で
開
業
し
た
。
葭
の
茂
る
と
こ
ろ
を
埋
め
立

よ
し

て
て
造
っ
た
こ
と
か
ら
、
葭
原
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

そ
し
て
寛
永
三
年
（
１
６
２
６
）
に
縁
起
の
い
い
文

字
に
か
え
て
吉
原
と
な
っ
た
。
武
士
の
廓
遊
び
が
で

く
る
わ

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
暦
３
年(

１
６
５
７)

の
振
袖
火
事
で
旧
吉
原
は

浅
草
田
圃
日
本
堤
に
移
転
し
、
新
吉
原
と
な
り
、
こ

た

ん

ぼ

の
時
か
ら
夜
間
営
業
が
認
め
ら
れ
、
社
交
場
と
し
て

発
展
。
一
大
文
化
の
発
祥
の
地
と
な
る
。
（
遊
女
は

３
～
４
千
人
、
従
事
者
は
１
万
人
位
）
入
口
は
大
門

の
み
、
周
り
は
遊
女
が
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
お
歯

黒
ど
ぶ
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

◆
遊
女
の
人
生

７
～
８
歳
で
人
買
や
女
衒
に
売
ら
れ
た
り
、
誘
拐

ぜ

げ

ん

さ
れ
て
、
禿
と
し
て
遊
郭
で
働
く
。
（
冷
害
、
干
ば

か
む
ろ

つ
等
の
飢
饉
の
時
に
は
遊
女
増
え
た
）
年
季
（
年
季

奉
公
の
略
。
一
年
を
一
季
と
す
る
）
は
10
年
、
15
歳

で
遊
女
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
思
春
期
の
18
歳
位
に
な

る
と
恋
愛
感
情
も
生
ま
れ
る
が
、
店
側
は
、
客
と
の

本
気
の
恋
愛
は
認
め
な
い
。
足
抜
け(

脱
走)

し
よ
う

も
の
な
ら
厳
し
い
折
檻
が
待
っ
て
い
た
。
10
年
を
耐

せ
っ
か
ん

え
抜
け
ず
に
、
心
中
に
走
る
女
性
が
多
か
っ
た
。
25

歳
で
年
季
明
け
だ
が
、
過
労
や
病
気
（
結
核
や
梅
毒
）

で
死
亡
す
る
者
が
多
く
、
無
事
年
季
を
迎
え
ら
れ
る

者
は
少
な
い
。
上
客
に
身
請
け
さ
れ
る
人
は
幸
運
な

女
性
。

◆
あ
り
ん
す
言
葉
（
廓
言
葉
で
吉
原
言
葉
）

く
る
わ

地
方
の
女
性
が
流
入
し
て
各
地
の
お
国
言
葉
（
方

言
）
が
使
わ
れ
、
混
在
し
た
た
め
、
優
艶
な
吉
原
言

葉
に
統
一
し
た
。
あ
り
ん
す＝

あ
り
ま
す

ざ
ん
す

＝

で
す

わ
っ
ち＝

私

な
ん
し＝

し
て
く
だ
さ
い

◆
遊
女
の
格
付
け

最
初
の
頃…

太
夫
、
格
子
、
局
、
切
見
世
、

た

ゆ

う

こ

う

し

つ
ぼ
ね

き

り

み

せ

端
女
郎
、
花
魁
、
傾
城

は

し

お
い
ら
ん

け
い
せ
い

寛
文(

１
６
６
１)

…

散
茶
、
梅
茶

さ
ん
ち
ゃ

う
め
ち
ゃ

宝
暦(

１
７
５
１)

…

客
層
が
変
わ
り
武
士･

大
名

が
行
き
詰
ま
り
、
町
人
の
天
下
と
な
る
。

上
級…

（
座
敷
持
、
部
屋
持
）
中
級
ク
ラ
ス…

散
茶

が
呼
出
、
昼
三
、
付
廻
、
呼
出
※
散
茶
と
は
粉
茶
の

ち
ゅ
う
さ
ん

つ
け
ま
わ
し

こ
と
で
、
「
客
を
ふ
ら
な
い
」
遊
女
を
い
う
。

下
級…

廻
し
部
屋(
大
部
屋
で
相
手
を
す
る)

花
魁
な
ど
芸
後
に
通
じ
、
教
養
の
高
い
上
級
遊
女

の
対
応
は
、
１
回
目
は
初
会
（
茶
屋
で
顔
合
わ
せ
）
、

し
ょ
か
い

２
回
目
は
裏
（
茶
屋
で
顔
合
わ
せ
）
、
３
回
目
馴
染

な

じ

み
で
、
客
は
茶
屋
で
芸
者
を
呼
ん
で
宴
会
を
行
い
、

そ
の
後
、
や
っ
と
丑
三
つ
時
（
２
時
～
２
時
半
）
に

廓
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

く
る
わ

◆
遊
女
の
一
日(

生
活)

午
前
10
時
～
11
時
頃
に
起
き
出
し
、
朝
食
は
部
屋

持
は
自
分
の
部
屋
で
、
新
造
や
禿
は
１
階
大
広
間
で

食
べ
た
。
飯
は
盛
切
り
一
杯
と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、

い
つ
も
腹
を
す
か
せ
て
い
た
。
朝
食
の
後
、
朝
９
時

か
ら
内
湯
に
入
れ
る
。
た
だ
し
、
居
続
客
か
ら
先
に

入
る
。
揚
屋
町
は
銭
湯
や
商
店
が
あ
り
、
揚
屋
町
の

銭
湯
（
朝
か
ら
夜
８
時
迄
営
業
）
を
気
分
転
換
に
利

用
し
た
。
髪
洗
い
日
は
毎
月
27
日
、
７
月
だ
け
は
13

日
に
行
い
、
年
２
回
、
元
旦
と
７
月
13
日
が
遊
女
の

休
日
だ
っ
た
。
病
気
や
妊
娠
し
た
場
合
は
今
戸
・
山

谷
・
三
の
輪
に
あ
っ
た
寮
へ
行
っ
た
。

伏
見
町
で
は
、
路
上
で
営
業
し
て
い
た
娼
婦
を
集

め
て
店
に
持
た
せ
た
。
伏
見
町
の
遊
女
よ
り
下
の
最

下
位
の
遊
女
は
西
河
岸
、
羅
生
門
河
岸
で
畳
２
畳
位

の
場
所
を
借
り
て
安
い
金
額
で
仕
事
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
よ
り
官
許
の
吉
原
以
外
の
私
娼
が
い
た

地
は
岡
場
所
と
言
わ
れ
、
深
川
、
築
地
、
品
川
、
新

宿
、
千
住
、
小
塚
原
、
湯
島
な
ど
江
戸
33
ヵ
所
と
言

わ
れ
て
い
た
。

吉
原
の
話
（
平
成
23
年
５
月

杉
山
六
郎

氏
の
講
演
資
料
よ
り
）
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